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招待講演 

 

第 460 回 東京歯科大学 大学院セミナー 2020 年 2 月 

骨ミネラル代謝におけるビタミン D と Wnt シグナルの作用機序の解明: 中道裕子  

歯科基礎学会学術大会 （第 62 回） 2020 年 9 月 

アップデートシンポジウム 1 「RANKL-RANK-OPG シグナル研究の最前線」 心血管保護因子と

してのオステオプロテゲリン：鶴田敏博，小出雅則，中道裕子，中村美どり，宇田川信之，北村和

雄 （第 62 回歯科基礎学会学術大会：p100，US1-3） 

アップデートシンポジウム1  「RANKL-RANK-OPG シグナル研究の最前線」 膜型RANKLを標



的にした骨形成促進薬の開発：青木和広，清水優里，Lu Wei，廣橋優奈，曽根絵梨，池淵 祐

樹，Masud Khan，Fatma Rashed，田村幸彦，菅森泰隆，寺坂尚紘，宇田川信之，依田哲也，本間 

雅，菅 裕明 （第62回歯科基礎学会学術大会：p98，US1-1） 

 第 38 回日本骨代謝学会学術集会 合同シンポジウム２「Wnt シグナルと骨疾患」Wnt シグナル

による骨吸収制御：小林泰浩 （第 38 回日本骨代謝学会学術集会プログラム抄録集： p76） 

第 1 回日本基礎老化学会市民フォーラム 2020 年 11 月 「老化の基礎研究が導く健康長寿社

会」 特別講演 骨は生きている ‐骨粗鬆症の予防と治療‐ ：宇田川信之 
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日本小児歯科学会大会 （第 58 回） 2020 年 5 月 

Siglec-15 は破骨細胞による骨吸収活性と骨芽細胞の分化に重要な役割を果たす： 中村美ど

り, 中村浩志, 大須賀直人, 宇田川信之 （小児歯科学雑誌 大会抄録誌上開催号 58：108） 

歯科基礎学会学術大会 （第 62 回） 2020 年 9 月 

BMP 誘導性の異所性骨における骨形成抑制因子スクレロスチン陽性細胞の経時的観察: 松

下雅衣，小出雅則，芳澤享子，堀部寛治，小林泰浩，山下照仁，中道裕子， 上原俊介，宇田川

信之（第 62 回歯科基礎学会学術大会抄録集 J Oral Biosci Suppl：p321，PM1-12） 

日本骨代謝学会学術集会 （第 38 回） 2020 年 10 月 

プロテインキナーゼN3 (Pkn3) 阻害剤は、卵巣切除に伴う骨量減少を骨吸収抑制により軽減す

る：上原俊介，山下照仁，村上康平，小出雅則，宇田川信之，小林泰浩 (第38回日本骨代謝学会

学術集会プログラム抄録集：p128, 代1-17) 

間葉系幹細胞の骨芽細胞分化に及ぼす細胞老化の影響：松井龍一, 上原俊介，宇田川信之，

吉成伸夫，小林泰浩 (第38回日本骨代謝学会学術集会プログラム抄録集：p129, 代2-02) 

モデリングおよび骨リモデリング領域の骨芽細胞の活性化における組織細胞学的検索：阿部 

未来，長谷川智香，宇田川信之，網塚憲生 (第38回日本骨代謝学会学術集会プログラム抄録

集：p131, 代2-12) 

象牙芽細胞の枯渇は象牙芽細胞の分化と石灰化を誘導する：溝口利英，趙 麗娟，荒井 敦，

堀部寛治，細矢明宏，岡部幸司，進 正史，小林泰浩，宇田川信之，高橋直之 (第38回日本骨代

謝学会学術集会プログラム抄録集：p134, 代4-01) 

 

日本学術振興会科学研究費補助金による研究 

 

小林泰浩，高橋直之，上原俊介，山下照仁，平賀 徹：Wnt シグナルネットワークを基盤とした

歯槽骨代謝回転制御法の開発 （基盤研究 A） 

青木和広，林 智広，秋吉一成，本間 雅，宇田川信之：骨形成を促進する RANKL 逆シグナ

ルスイッチの最適化から新規骨形成促進薬開発へ（基盤研究 A） 



齋藤直人，手嶋勝弥，宇田川信之，湯田坂雅子，佐藤義倫：癌転移骨環境を空間的・時間的

に制御する生体活性付加カーボンの開発と安全性評価（基盤研究 A） 

小出雅則，宇田川信之，吉成伸夫，石原裕一，平賀 徹，上原俊介：破骨細胞によるスクレロス

チン分泌制御を基盤とした新規歯周治療薬の開発 （基盤研究B） 

中道裕子, 宇田川信之, 堀部寛治：遺伝子発現オン・オフゲノム編集統合的スクリーニングを用

いた骨再生制御因子の同定 （基盤研究B） 

吉田明弘，宇田川信之，吉成伸夫，阪本泰光，三好智博，高橋晋平：ロイコトキシン―受容体相

互作用に関する分子基盤の解明と新規歯周炎ワクチンの開発（基盤研究 B） 

中道裕子, 宇田川信之, 堀部寛治：高感度レポーターシステムとプロテオゲノミクスによる代謝

性骨疾患治療標的分子の同定（国際共同研究加速基金 (国際共同研究強化 B）) 

山下照仁，堀部寛治，高橋直之：骨細胞の老化は骨代謝に悪影響を与えているのか（基盤研

究 C） 

中村美どり，中村浩志，宇田川信之，大須賀直人，山下照仁，上原俊介：成長発育過程にお

ける骨形成抑制因子スクレロスチンの役割の解明（基盤研究 C） 

上原俊介, 小林泰浩：プロテインキナーゼ N3 による破骨細胞機能制御機構の解明とその臨床

応用（基盤研究 C） 

二宮 禎，小出雅則，中村浩彰：細胞遊走因子 LRPI の歯周組織修復環境における機能的役

割 （基盤研究C） 

吉成伸夫，尾崎友輝，石原裕一，田口 明，宇田川信之：老化制御による歯周病・動脈硬化症

関連性への分子基盤の解明（基盤研究 C） 

石原裕一，小出雅則，吉成伸夫，中本哲自，田口 明：血清中 IL-1 受容体補助タンパク濃度

を用いた新規歯周病マーカーの開発 （基盤研究C） 

小林泰浩, 小出雅則, 村上康平, 上原俊介：幹細胞の分化を司る組織常在型 M3 マクロファ

ージとそのマスター転写因子の同定 （挑戦的研究（開拓）） 

宇田川信之，小出雅則，中道裕子，中村美どり, 山下照仁，上原俊介：骨・循環器・消化器に

おけるオステオプロテゲリンの知られざるネットワーク機構の解明 （挑戦的研究（萌芽）） 

中道裕子, 堀部寛治, 宇田川信之：Wnt シグナル活性を指標としたプロテオゲノミクス探索解

析による骨形成促進薬の開発 （挑戦的研究（萌芽）） 

小出雅則，小林泰浩, 山下照仁，村上康平，尾﨑友輝：骨代謝―脱共役機構の統合的解明を

起点にした新たな骨および歯周疾患治療薬の開発 （挑戦的研究（萌芽）） 

 

その他の研究助成 

 

宇田川信之，中道裕子：ビタミン D と Wnt シグナルが関与する骨ミネラル代謝異常と動脈硬化

症に関する基礎的研究 （中外製薬 研究活動の支援） 

 


